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管楽器（楽士）編
1　特別の用事以外は毎日練習すること（練習時間は習熟度によるが、１時間を目途とする。但し、吹奏楽等の経験者はそれにあらず）。どんな管楽器も初心者なら１～３年は興行に参加できる程度になるまでかかると思います。
2　練習場所の確保。自宅練習は音に十分気をつけて、時間帯・場所を考慮する。騒音等を考慮すると自宅では場所が確保できない場合は小脇公園内のバーベキュー場等使える場合もあるので座長に相談すること。
3　楽器は各自が用意すること。購入については座長他に相談可。
4　水曜日全体練習（午後６時より午後８時頃まで）と日曜日実践練習の２回はできるだけ参加するように努める。研修生（入門して１年間）の場合は特に日曜日の練習（定期興行）が早い習得の助けとなる。但し他興行日と重なる場合は中止となる場合もある。

打楽器編
１　楽器は各自が用意すること。購入については座長他に相談可。
２　管楽器に比較すると、基本的技能（リズム）は習得が比較的早いので早ければ１～３か月で興行に参加できます。

上記以外にも口上・歌手・旗持等の役割もあるのでそれを希望する者は座長に申し出ること

以下はすべての役割に共通事項

衣装編
１　和装（着物・浴衣）と洋装どちらでも可であるが、チンドン屋としてふさわしいものとする。衣装についても座長他に相談可。出先により統一（和装か洋装）する場合もある。
２　特に和装の場合着用の仕方等がわからない場合は座長他に相談する。

化粧編
１　化粧も原則必要なので必要なものを揃える。座長等に相談可。
２　化粧方法等がわからない場合は座長等に相談する。

